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答　
５
年
度
に
市
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
取
得
し
、
現
在
、
個
別
に
運

用
し
て
い
る
子
育
て
応
援
サ
イ
ト

「
わ
く
わ
く
チ
ャ
イ
ル
ド
」
と
、

市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
ひ
め
じ
お
ん
」

の
２
つ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
統
合
す

る
と
と
も
に
、
防
災
、
観
光
な
ど

市
民
生
活
に
役
立
つ
情
報
発
信
を

行
う
。

ま
た
、
市
民
か
ら
の
情
報
提
供
、

各
種
申
請
、
届
け
出
の
受
け
付
け

な
ど
の
機
能
も
順
次
追
加
し
て
い

く
。

問　
市
民
ア
プ
リ
「
ひ
め
パ
ス
」

を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
再
構
築
し
て
は
。

答　
デ
ジ
タ
ル
市
民
カ
ー
ド
な
ど

本
市
独
自
の
機
能
を
有
す
る
ひ
め

パ
ス
と
、
情
報
発
信
機
能
を
中
心

と
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
互
い
に
補
完

し
、連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効

果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
両
ア
プ

リ
の
利
点
を
生
か
し
た
開
発
を
進

め
て
い
る
。

官
民
連
携
で
観
光
の
充
実
を―

問　
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
高

め
る
取
り
組
み
は
。

答　
姫
路
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

安
定
し
た
財
政
運
営
に
向
け
て
―
問　
今
後
の
健
全
財
政
運
営
を
維

持
す
る
た
め
の
方
針
は
。

答　
市
税
収
入
を
は
じ
め
と
す
る

一
般
財
源
の
伸
び
が
期
待
で
き
な

い
中
、
新
美
化
セ
ン
タ
ー
や
新
た

な
市
立
高
等
学
校
の
整
備
を
は
じ

め
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
等
の

更
新
、
長
寿
命
化
対
策
、
今
後
増

大
す
る
義
務
的
経
費
な
ど
に
多
額

の
財
源
が
必
要
で
あ
り
、
厳
し
い

財
政
状
況
が
見
込
ま
れ
る
。
行
政

の
ス
リ
ム
化
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

最
適
化
、
公
共
施
設
の
保
有
量
の

最
適
化
に
よ
る
維
持
管
理
お
よ
び

更
新
費
用
の
軽
減
な
ど
の
行
財
政

改
革
に
着
実
に
取
り
組
む
。

問　
こ
の
た
び
発
表
さ
れ
た
事
業

見
直
し
の
意
図
は
。

答　
社
会
情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
の

変
化
に
照
ら
し
て
、
既
存
事
業
の

目
的
や
手
法
、
効
果
を
再
検
証
す

る
こ
と
で
事
業
の
最
適
化
を
図
り
、

今
後
新
た
な
施
策
展
開
に
必
要
な

財
源
や
人
的
資
源
を
捻
出
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
業
の
廃

止
、
縮
小
が
前
提
で
は
な
く
、
改

善
を
含
め
て
事
業
の
在
り
方
を
再

検
討
す
る
。

子
ど
も
の
活
躍
す
る
場
の
確
保
を
―
問　
中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移

行
に
当
た
っ
て
の
課
題
は
。

答　
受
け
皿
と
し
て
の
運
営
団
体

や
指
導
者
の
質
・
量
、
活
動
場
所

な
ど
の
確
保
、
費
用
負
担
の
あ
り

方
の
ほ
か
、
山
間
部
と
都
市
部
な

ど
地
域
に
よ
り
状
況
が
異
な
る
こ

と
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
、
学
校
部
活
動
が
果
た
し
て

き
た
教
育
的
意
義
を
継
承
・
発
展

さ
せ
、
関
係
団
体
と
も
連
携
し
、

協
議
・
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

問　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
今
後

の
展
望
は
。

答　
水
泳
競
技
に
お
い
て
、
休
日

の
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
実

証
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。
競
技

団
体
と
連
携
し
て
指
導
者
を
確
保

し
、
学
校
の
枠
を
超
え
た
合
同
型

の
活
動
を
行
い
、
成
果
や
課
題
を

検
証
す
る
。

教
職
員
の
休
日
の
部
活
動
指
導

に
係
る
負
担
や
、
専
門
外
の
種
目

を
指
導
す
る
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

よ
う
、
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移

行
に
向
け
た
市
の
関
係
部
局
・
学

校
・
競
技
団
体
な
ど
と
の
連
携
体

制
を
構
築
し
、
可
能
な
部
分
か
ら

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

丁
寧
な
説
明
と
周
知
を―

問　
市
立
高
等
学
校
在
り
方
方
針

の
再
検
討
は
。

答　
同
方
針
は
、
有
識
者
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
幅
広
い
分
野
の
委
員
で
構

成
さ
れ
た
審
議
会
の
答
申
内
容
を

踏
ま
え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
を
経
て
、
５
年
２
月
に
策
定

し
た
。

現
在
の
３
校
体
制
を
見
直
し
、

発
展
的
統
合
を
実
施
す
る
こ
と
で

教
員
や
財
源
を
集
中
さ
せ
、
充
実

し
た
教
育
内
容
の
提
供
と
学
校
施

設
の
抜
本
的
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問　
市
民
へ
の
周
知
は
十
分
か
。

答　
ま
ず
は
、
中
学
生
や
そ
の
保

護
者
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
８
年
度
の
再
編
内
容
を
周

知
す
る
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
７
月

に
市
立
中
学
校
を
通
じ
て
配
布
し

た
ほ
か
、
８
月
に
実
施
し
た
市
立

３
校
の
オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

で
は
、
市
立
高
校
だ
よ
り
を
配
布

し
、
校
長
が
説
明
を
行
っ
た
。
ま

た
、
希
望
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
も
周
知

を
行
っ
て
い
る
。
市
民
へ
の
説
明

会
等
も
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
の
た
め
に
―
問　
介
護
人
材
を
確
保
す
る
た
め

の
取
り
組
み
は
。

答　
今
後
、
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
に
伴
い
、
担
い
手
の
確
保
が
厳

し
く
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
人

材
確
保
や
育
成
、
離
職
防
止
対
策

と
し
て
、
職
場
環
境
の
改
善
を
目

指
し
た
業
務
管
理
研
修
の
実
施
、

介
護
記
録
の
電
子
化
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ

導
入
に
よ
る
業
務
効
率
の
改
善
を

支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
各
事
業

者
が
苦
慮
し
て
い
る
利
用
者
に
よ

る
不
当
要
求
対
策
と
し
て
、
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
や
不
当

要
求
に
係
る
研
修
会
を
実
施
し
て

お
り
、
今
後
も
利
用
者
へ
の
啓
発

を
含
め
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

問　
地
域
区
分
の
見
直
し
に
向
け

た
本
市
の
対
応
は
。

答　
人
材
の
確
保
や
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供
と
い
う

観
点
か
ら
、
直
近
の
人
件
費
や
物

価
状
況
な
ど
を
反
映
し
た
地
域
区

分
制
度
と
す
る
こ
と
や
、
公
務
員

の
地
域
手
当
に
準
拠
し
つ
つ
も
一

定
程
度
調
整
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
な
ど
の
協
議
制
度
の
創
設
を

毎
年
度
国
に
求
め
て
お
り
、
今
後

も
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

ア
プ
リ
の
機
能
拡
充
を―

問　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

の
市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
導
入
し

て
は
。

第
３
回
定
例
会

質
疑 
･ 
質
問

９
月
８
日
、
11
日
、
12
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
17
人
の
議
員
が
議
案
や
市
政
全

般
に
つ
い
て
の
質
問
を
行
い
、
４
年
度
決
算
や
高
齢
者
支
援
、
子
育
て
支
援
な
ど

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

録画中継を視聴できます。

姫路高校のオープンハイスクール

財
　
　
政

高
齢
者
支
援

学
　
　
校

市
民
サ
ー
ビ
ス
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答　
５
年
度
に
市
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
取
得
し
、
現
在
、
個
別
に
運

用
し
て
い
る
子
育
て
応
援
サ
イ
ト

「
わ
く
わ
く
チ
ャ
イ
ル
ド
」
と
、

市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
ひ
め
じ
お
ん
」

の
２
つ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
統
合
す

る
と
と
も
に
、
防
災
、
観
光
な
ど

市
民
生
活
に
役
立
つ
情
報
発
信
を

行
う
。

ま
た
、
市
民
か
ら
の
情
報
提
供
、

各
種
申
請
、
届
け
出
の
受
け
付
け

な
ど
の
機
能
も
順
次
追
加
し
て
い

く
。

問　
市
民
ア
プ
リ
「
ひ
め
パ
ス
」

を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
再
構
築
し
て
は
。

答　
デ
ジ
タ
ル
市
民
カ
ー
ド
な
ど

本
市
独
自
の
機
能
を
有
す
る
ひ
め

パ
ス
と
、
情
報
発
信
機
能
を
中
心

と
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
互
い
に
補
完

し
、連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効

果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
両
ア
プ

リ
の
利
点
を
生
か
し
た
開
発
を
進

め
て
い
る
。

官
民
連
携
で
観
光
の
充
実
を―

問　
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
高

め
る
取
り
組
み
は
。

答　
姫
路
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

安
定
し
た
財
政
運
営
に
向
け
て
―
問　
今
後
の
健
全
財
政
運
営
を
維

持
す
る
た
め
の
方
針
は
。

答　
市
税
収
入
を
は
じ
め
と
す
る

一
般
財
源
の
伸
び
が
期
待
で
き
な

い
中
、
新
美
化
セ
ン
タ
ー
や
新
た

な
市
立
高
等
学
校
の
整
備
を
は
じ

め
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
等
の

更
新
、
長
寿
命
化
対
策
、
今
後
増

大
す
る
義
務
的
経
費
な
ど
に
多
額

の
財
源
が
必
要
で
あ
り
、
厳
し
い

財
政
状
況
が
見
込
ま
れ
る
。
行
政

の
ス
リ
ム
化
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

最
適
化
、
公
共
施
設
の
保
有
量
の

最
適
化
に
よ
る
維
持
管
理
お
よ
び

更
新
費
用
の
軽
減
な
ど
の
行
財
政

改
革
に
着
実
に
取
り
組
む
。

問　
こ
の
た
び
発
表
さ
れ
た
事
業

見
直
し
の
意
図
は
。

答　
社
会
情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
の

変
化
に
照
ら
し
て
、
既
存
事
業
の

目
的
や
手
法
、
効
果
を
再
検
証
す

る
こ
と
で
事
業
の
最
適
化
を
図
り
、

今
後
新
た
な
施
策
展
開
に
必
要
な

財
源
や
人
的
資
源
を
捻
出
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
業
の
廃

止
、
縮
小
が
前
提
で
は
な
く
、
改

善
を
含
め
て
事
業
の
在
り
方
を
再

検
討
す
る
。

子
ど
も
の
活
躍
す
る
場
の
確
保
を
―
問　
中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移

行
に
当
た
っ
て
の
課
題
は
。

答　
受
け
皿
と
し
て
の
運
営
団
体

や
指
導
者
の
質
・
量
、
活
動
場
所

な
ど
の
確
保
、
費
用
負
担
の
あ
り

方
の
ほ
か
、
山
間
部
と
都
市
部
な

ど
地
域
に
よ
り
状
況
が
異
な
る
こ

と
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
、
学
校
部
活
動
が
果
た
し
て

き
た
教
育
的
意
義
を
継
承
・
発
展

さ
せ
、
関
係
団
体
と
も
連
携
し
、

協
議
・
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

問　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
今
後

の
展
望
は
。

答　
水
泳
競
技
に
お
い
て
、
休
日

の
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
実

証
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。
競
技

団
体
と
連
携
し
て
指
導
者
を
確
保

し
、
学
校
の
枠
を
超
え
た
合
同
型

の
活
動
を
行
い
、
成
果
や
課
題
を

検
証
す
る
。

教
職
員
の
休
日
の
部
活
動
指
導

に
係
る
負
担
や
、
専
門
外
の
種
目

を
指
導
す
る
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

よ
う
、
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移

行
に
向
け
た
市
の
関
係
部
局
・
学

校
・
競
技
団
体
な
ど
と
の
連
携
体

制
を
構
築
し
、
可
能
な
部
分
か
ら

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

丁
寧
な
説
明
と
周
知
を―

問　
市
立
高
等
学
校
在
り
方
方
針

の
再
検
討
は
。

答　
同
方
針
は
、
有
識
者
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
幅
広
い
分
野
の
委
員
で
構

成
さ
れ
た
審
議
会
の
答
申
内
容
を

踏
ま
え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
を
経
て
、
５
年
２
月
に
策
定

し
た
。

現
在
の
３
校
体
制
を
見
直
し
、

発
展
的
統
合
を
実
施
す
る
こ
と
で

教
員
や
財
源
を
集
中
さ
せ
、
充
実

し
た
教
育
内
容
の
提
供
と
学
校
施

設
の
抜
本
的
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問　
市
民
へ
の
周
知
は
十
分
か
。

答　
ま
ず
は
、
中
学
生
や
そ
の
保

護
者
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
８
年
度
の
再
編
内
容
を
周

知
す
る
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
７
月

に
市
立
中
学
校
を
通
じ
て
配
布
し

た
ほ
か
、
８
月
に
実
施
し
た
市
立

３
校
の
オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

で
は
、
市
立
高
校
だ
よ
り
を
配
布

し
、
校
長
が
説
明
を
行
っ
た
。
ま

た
、
希
望
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
も
周
知

を
行
っ
て
い
る
。
市
民
へ
の
説
明

会
等
も
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
の
た
め
に
―
問　
介
護
人
材
を
確
保
す
る
た
め

の
取
り
組
み
は
。

答　
今
後
、
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
に
伴
い
、
担
い
手
の
確
保
が
厳

し
く
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
人

材
確
保
や
育
成
、
離
職
防
止
対
策

と
し
て
、
職
場
環
境
の
改
善
を
目

指
し
た
業
務
管
理
研
修
の
実
施
、

介
護
記
録
の
電
子
化
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ

導
入
に
よ
る
業
務
効
率
の
改
善
を

支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
各
事
業

者
が
苦
慮
し
て
い
る
利
用
者
に
よ

る
不
当
要
求
対
策
と
し
て
、
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
や
不
当

要
求
に
係
る
研
修
会
を
実
施
し
て

お
り
、
今
後
も
利
用
者
へ
の
啓
発

を
含
め
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

問　
地
域
区
分
の
見
直
し
に
向
け

た
本
市
の
対
応
は
。

答　
人
材
の
確
保
や
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供
と
い
う

観
点
か
ら
、
直
近
の
人
件
費
や
物

価
状
況
な
ど
を
反
映
し
た
地
域
区

分
制
度
と
す
る
こ
と
や
、
公
務
員

の
地
域
手
当
に
準
拠
し
つ
つ
も
一

定
程
度
調
整
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
な
ど
の
協
議
制
度
の
創
設
を

毎
年
度
国
に
求
め
て
お
り
、
今
後

も
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

ア
プ
リ
の
機
能
拡
充
を―

問　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

の
市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
導
入
し

て
は
。

第３回定例会  質疑 ･ 質問

議　員　名   （ 会　派 ） 主　な　質　疑 ・ 質　問　内　容

石 見 和 之 （ 自 由 民 主 党 ）
新設高校の開校準備・校舎整備／部活動の地域移行／こども医療費無
料化の完全実施／少子化対策／観光振興の経済効果／大規模大会が可
能なテニスコートの整備／動物保健センターの新設整備

中 西 祥 子 （ 公 明 党 ）
Ｒ４年度決算について／姫路しらさぎ商品券について／介護保険事業
について／終活支援について／おくやみ窓口の拡充／電子母子手帳に
ついて／献血推進について／市役所地下の空きスペースの活用

井 上 太 良 （ 新 生 ひ め じ ）
令和４年度決算／夢前川の環境整備・保全／公共工事の実施までの要
件と期間／地域の活性化／こどもの未来健康支援センター「みらい
え」／空き家対策／街路樹／姉妹都市、姉妹城

下 林 崇 史 （日本維新の会）
少子化に歯止めをかけるために本市が取り組んでいる婚活イベントに
ついて／市立小中学校の給食費無償化に向けて／施設設備の老朽化に
ついて／防犯、見守りカメラ設置について

神 頭 敬 介 （姫路無所属の会）
安全安心な観光都市姫路を目指して－「客引き行為等の防止につい
て」／地域の諸問題の解決に向けて－「市道網干１７号線の拡幅工事
について」

牧 野 圭 輔 （改革無所属の会）
姫路市立３高校の統合に関連した「姫路市長選・高校生ミーティン
グ」における市長発言等／出張旅費支給等の見直し／幼児教育・保育
の無償化後の市立幼稚園における課題等

金 内 義 和 （ 志 政 会 ） 姫路市民文化祭の事業見直しについて

駒　田　かすみ （ 市 民 ク ラ ブ ）
令和４年度決算（総括・事業見直し・ＧＩＧＡスクール・ひめじポイ
ント・包括外部監査対応）／公共施設の在り方（香寺町の施設・各種
公園の状況）／姫ちゃりのシステム更新／性暴力対策

谷　川　真由美 （日本共産党議員団）
健康保険証を存続しマイナカードへの一体化は中止を－保険証存続を
国に求めること／マイナカードの完全・確実な総点検を／不登校児童
生徒の居場所確保のため、「校内教育支援センター」の設置を

阿　野　れい子 （ 公 明 党 ） 子育て支援について／こどもの未来健康支援センター「みらいえ」に
ついて／結婚生活支援について／熱中症対策について

三 浦 充 博 （日本維新の会） 選挙の投票環境について／将来に向けた姫路観光施策について／こど
も医療費の完全無償化について

嶋 谷 秀 樹 （姫路無所属の会）
市民サービス向上－ＬＩＮＥ公式アカウントで市民アプリ－新しいＨ
Ｐ－書かない・待たない窓口／的形地区諸課題－播磨臨海地域道路－
的形駅周辺整備－通学路安全対策－災害対策－イノシシ対策

塚 本 進 介 （改革無所属の会）
「姫路の教育」公教育を考える／個性に合わせた個別教育と一定の教
育水準確保／学校教員の働き方改革／「教育と地方創生」子育て支援
の本気度／ＩＣＴ教育・中学校の部活動／地域での学校の役割

西　村　しのぶ （ 志 政 会 ） 介護人材不足について／ＬＧＢＴ理解増進法施行後の本市の取組につ
いて／市民に寄り添うコロナワクチン接種の在り方について

山 口 　 悟 （ 市 民 ク ラ ブ ）
学校のプール授業の在り方／ペットツーリズム－宿泊税／世界遺産姫
路城マラソン／肢体不自由のある児童・生徒への支援／少年補導委員
の報償費の再検討

小 田 響 子 （日本共産党議員団）
姫路市立高等学校在り方方針の再検討を－再検討と丁寧な説明を－再
編計画によって受験競争の激化と遠距離通学の生徒が増えるのではな
いか－姫路高校の校地内に２つの高校が存在することについて

岡 部 敦 吏 （日本維新の会） 児童相談所の設置について／家島諸島海底送水管の保全業務について
／企業立地の支援について

観

光
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バ
ー
カ
ー
ド
の
多
目
的
利
用
を
進

め
て
い
き
た
い
。

子
育
て
を
楽
し
く
便
利
に
！―

問　
電
子
母
子
手
帳
の
機
能
と
周

知
方
法
は
。

答　
電
子
母
子
手
帳
は
、
子
育
て

応
援
ア
プ
リ
「
ひ
め
っ
こ
手
帳
」

と
し
て
、
９
月
４
日
か
ら
利
用
開

始
し
た
。
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
れ
ば
無
料
で
利
用
で
き
る
。

同
手
帳
は
、
従
来
の
母
子
健
康

手
帳
と
併
用
し
て
妊
娠
中
の
体
調

管
理
や
子
ど
も
の
健
診
記
録
を
登

録
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
母
子
健

康
手
帳
機
能
」
や
、
地
域
の
子
育

て
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
は
じ
め
、
妊
娠
週
数
や

子
ど
も
の
月
齢
に
応
じ
た
健
康
診

査
や
予
防
接
種
な
ど
の
お
知
ら
せ

を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
に
よ
り
受
け
取

れ
る「
地
域
の
子
育
て
情
報
機
能
」

な
ど
を
備
え
て
い
る
。

今
後
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

時
や
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、

完
全
・
確
実
な
総
点
検
を―

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
点

検
に
係
る
本
市
の
対
象
事
務
は
。

答　
医
療
保
険
に
関
し
て
は
、
総

点
検
に
先
立
ち
、
厚
生
労
働
省
か

ら
点
検
依
頼
が
あ
り
、
国
民
健
康

保
険
に
つ
い
て
は
本
市
で
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
に
つ
い
て
は
広

域
連
合
で
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
た
結

果
、
ひ
も
付
け
誤
り
は
無
か
っ
た
。

９
月
に
公
表
さ
れ
た
本
市
の
点

検
対
象
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
事

務
で
あ
る
。
こ
の
事
務
は
、
厚
生

労
働
省
の
方
針
に
よ
り
す
べ
て
の

実
施
機
関
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

問　
完
全
・
確
実
な
総
点
検
の
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
運
用

の
一
時
停
止
を
国
に
求
め
る
べ
き

で
は
。

答　
国
に
お
い
て
は
、
現
在
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
流
れ
を
逆
行
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
総
点
検
に
よ
り
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
対
す
る
不
安
や

不
信
感
を
払
拭
す
る
と
と
も
に
、

メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
と
啓
発
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
、
国
や
県
と
連

携
し
、
制
度
の
周
知
広
報
に
努
め

る
と
と
も
に
、
よ
り
利
便
性
を
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
マ
イ
ナ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
中
心
に
、
観
光
庁

の
「
地
域
一
体
と
な
っ
た
観
光
地・

観
光
産
業
の
再
生
・
高
付
加
価
値

化
事
業
」
や
、
５
年
度
に
創
設
し

た
観
光
産
業
育
成
事
業
を
通
じ
、

観
光
地
と
し
て
の
本
市
の
魅
力
と

民
間
事
業
者
の
収
益
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
姫
路
城
や
ア
ク
リ
エ
ひ

め
じ
な
ど
を
生
か
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

の
誘
致
活
動
を
展
開
す
る
ほ
か
、

消
費
意
欲
が
旺
盛
で
、
経
済
効
果

が
高
い
と
言
わ
れ
る
富
裕
層
の
誘

客
を
視
野
に
入
れ
、
特
別
な
体
験

コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
に
努
め
る
。

さ
ら
に
、
７
年
に
は
大
阪
・
関

西
万
博
だ
け
で
な
く
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

二
つ
の
会
場
の
間
に
あ
る
本
市
へ

の
誘
客
と
滞
在
時
間
の
延
長
を
図

る
た
め
、
姫
路
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
連
携
し
て

本
市
な
ら
で
は
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
造
成
し
て
お
り
、
引
き
続
き

魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に

努
め
る
。

よ
り
安
全
安
心
な
観
光
都
市
に
―
問　
客
引
き
行
為
等
へ
の
対
策
は
。

答　
県
の
客
引
き
行
為
等
防
止
条

例
は
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
客
引
き

行
為
を
規
制
し
、
指
定
さ
れ
た
禁

止
地
区
で
の
客
引
き
行
為
等
に
は

過
料
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
減
少

し
て
い
た
人
の
流
れ
が
回
復
す
る

一
方
、
商
店
街
で
の
客
引
き
行
為

等
へ
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

今
後
、
県
の
担
当
課
や
姫
路
警
察

署
と
共
同
で
実
態
調
査
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
調
査
を
行
う
中
で
必

要
に
応
じ
て
、
禁
止
地
区
の
指
定

に
つ
い
て
県
の
判
断
を
求
め
て
い

く
。ま

た
、
市
の
関
係
部
局
と
も
協

力
し
、
県
条
例
の
も
と
で
県
の
担

当
課
や
警
察
、
地
元
商
店
街
と
も

連
携
・
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
パ

ト
ロ
ー
ル
の
継
続
的
実
施
や
姫
路

警
察
署
に
よ
る
取
り
締
ま
り
に
よ

り
、
県
の
条
例
が
十
分
認
識
さ
れ

る
よ
う
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

投
票
率
向
上
の
た
め
に―

問　
移
動
式
期
日
前
投
票
所
の
導

入
や
、
高
校
や
大
学
な
ど
教
育
施

設
で
の
期
日
前
投
票
の
実
施
を
含

め
た
期
日
前
投
票
所
の
増
設
は
。

答　
期
日
前
投
票
所
に
つ
い
て
は
、

３
年
の
兵
庫
県
知
事
選
挙
か
ら
２

カ
所
増
設
し
、
市
内
９
カ
所
で
開

設
し
て
お
り
、
限
ら
れ
た
人
員
と

予
算
の
中
で
よ
り
効
果
的
な
運
営

に
努
め
て
い
る
。

移
動
式
期
日
前
投
票
所
は
、
閉

鎖
し
た
当
日
投
票
所
の
代
替
策
と

し
て
設
置
さ
れ
る
事
例
が
多
い
が
、

本
市
は
、小
学
校
区
を
基
本
と
し
、

自
治
会
と
も
協
議
の
上
、
１
０
９

カ
所
の
当
日
投
票
所
を
維
持
し
て

お
り
、
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

教
育
施
設
で
の
期
日
前
投
票
は

今
後
調
査
、研
究
し
て
い
き
た
い
。

期
日
前
投
票
所
の
増
設
も
、
人

員
や
予
算
の
課
題
が
あ
り
、
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
の

人
口
変
動
に
よ
り
設
置
の
必
要
性

が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

よ
り
よ
い
活
動
が
で
き
る
よ
う
―
問　
姫
路
市
民
文
化
祭
を
廃
止
す

る
理
由
は
。

答　
姫
路
市
民
文
化
祭
は
、
市
民
、

文
化
団
体
の
成
果
発
表
の
場
や
、

市
民
が
文
化
芸
術
に
触
れ
る
場
と

し
て
、
毎
年
10
月
末
か
ら
約
１
カ

月
間
に
わ
た
り
市
内
の
各
会
場
で

約
20
事
業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、

市
は
、
会
場
使
用
料
な
ど
開
催
経

費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
る
。

し
か
し
、
参
加
団
体
が
固
定
化

さ
れ
、
単
一
団
体
の
定
期
演
奏
会

と
し
て
活
用
さ
れ
る
な
ど
、
参
加

団
体
以
外
の
団
体
と
の
公
平
性
が

課
題
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
イ

ベ
ン
ト
の
多
い
秋
に
会
場
を
長
期

間
占
用
す
る
た
め
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
や

興
行
公
演
な
ど
の
会
場
確
保
が
困

難
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
５
年
度
の
全
庁
的

な
事
業
見
直
し
の
中
で
、
本
事
業

も
本
格
的
に
見
直
し
を
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

今
後
は
、
参
加
団
体
が
継
続
し

て
活
動
で
き
る
よ
う
、
文
化
芸
術

活
動
会
場
費
補
助
金
や
、
姫
路
市

文
化
国
際
交
流
財
団
の
文
化
活
動

助
成
金
な
ど
の
助
成
制
度
の
充
実

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

魅
力
あ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に―

問　
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
の
意
見
を
直

接
聞
き
取
り
、
事
業
計
画
案
へ
反

映
で
き
な
い
か
。

答　
ラ
ン
ナ
ー
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
や
、
マ
ラ
ソ
ン

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
書

き
込
ま
れ
た
評
価
や
意
見
を
参
考

に
、
次
回
大
会
に
可
能
な
限
り
反

映
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

ラ
ン
ナ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

よ
り
よ
い
大
会
と
な
る
よ
う
、他

都
市
の
大
会
運
営
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
ラ
ン
ナ
ー
の
意
見
を
直
接

反
映
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
に
努
め
る
。

問　
好
奇
心
を
刺
激
す
る
よ
う
な

参
加
賞
を
企
画
し
て
は
。

答　
現
在
、
参
加
賞
と
し
て
記
念

Ｔ
シ
ャ
ツ
や
姫
路
城
無
料
入
城
券

を
配
付
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に「
千

姫
か
ら
の
ご
褒
美
グ
ル
メ
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
と
称
し
て
、
マ
ラ
ソ
ン
の

部
に
お
い
て
完
走
し
た
ラ
ン
ナ
ー

の
う
ち
、

総
合
順
位

の
キ
リ
番

ご
と
に
姫

路
和
牛
や

ぼ
う
ぜ
鱧

な
ど
の
姫

路
特
産
グ

ル
メ
を
進

呈
す
る
企

画
を
準
備

し
て
い
る
。

予
防
接
種
シ
ー
ル
送
付
な
ど
の
機

会
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

は
じ
め
、
各
窓
口
や
乳
幼
児
健
診

会
場
、
産
科
や
小
児
科
な
ど
の
医

療
機
関
に
も
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ

を
設
置
し
、広
く
周
知
啓
発
を
図
っ

て
い
く
。

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
を
―
問　
緊
急
時
に
お
け
る
子
ど
も
の

預
け
先
確
保
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

は
。

答　
公
立
２
施
設
、
私
立
29
施
設

の
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
に
お

い
て
、
一
時
預
か
り
事
業
と
し
て
、

緊
急
時
な
ど
の
子
ど
も
の
預
か
り

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
保
育
課
の
窓
口
に
は
、

利
用
者
支
援
員
３
人
を
配
置
し
、

保
護
者
の
希
望
す
る
エ
リ
ア
で
一

時
預
か
り
事
業
を
実
施
し
て
い
る

施
設
や
、
緊
急
時
に
子
ど
も
を
預

け
ら
れ
る
制
度
を
案
内
し
て
い
る

が
、
一
時
預
か
り
事
業
に
係
る
各

施
設
の
空
き
情
報
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
に
直
接
、
各
施
設
へ
問
い

合
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
保
護
者
の
負
担
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
、保
護
者
負
担
の
軽
減

に
つ
な
が
る
よ
う
、保
護
者
ニ
ー

ズ
と
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
適
切

に
結
び
つ
け
る
た
め
の
方
策
に
つ

い
て
、
他
都
市
の
状
況
を
含
め
調

査
、
研
究
を
進
め
て
い
く
。

保
護
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
―
問　
市
立
幼
稚
園
で
預
か
り
保
育

を
実
施
し
て
い
な
い
理
由
は
。

答　
３
年
に
策
定
し
た
「
姫
路
市

就
学
前
教
育
・
保
育
施
設
の
在
り

方
方
針
」
に
お
い
て
、
市
立
施
設

の
統
合
再
編
を
進
め
て
い
く
中
で
、

保
育
人
材
の
確
保
に
合
わ
せ
検
討

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
で

あ
る
。

問　
３
歳
児
保
育
の
実
施
が
10
園

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
理
由
は
。

答　
教
育
・
保
育
ニ
ー
ズ
に
つ
い

て
は
、
公
立
・
私
立
、
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
の
区
分
な
し
に
確

保
を
図
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
る
。
１
号
認
定
の
定
員
が
す
べ

て
の
地
域
で
充
足
し
て
お
り
、
私

立
認
定
こ
ど
も
園
で
も
３
歳
児
を

含
め
た
１
号
認
定
の
定
員
が
増
え

て
い
る
状
況
で
あ
る
た
め
、
拡
充

は
考
え
て
い
な
い
。

シ
ス
テ
ム
更
新
で
利
便
性
向
上
を
―
問　
料
金
な
ど
の
変
更
点
は
。

答　
11
月
の
利
用
開
始
に
向
け
て

整
備
を
進
め
て
い
る
。
電
動
ア
シ

ス
ト
付
き
自
転
車
を
導
入
し
、
ア

プ
リ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
直
接
貸
し

借
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

料
金
は
１
回
利
用
30
分
１
６
５

円
、
月
額
利
用
２
２
０
０
円
、
１

日
パ
ス
１
４
３
０
円
な
ど
を
設
定

す
る
。

問　
ポ
ー
ト
数
と
自
転
車
数
の
拡

大
は
。

答　
現
在
20
ポ
ー
ト
１
５
０
台
だ

が
、
自
転
車
に
設
置
さ
れ
た
Ｇ
Ｐ

Ｓ
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
り
利
用
者

が
多
い
地
域
に
効
果
的
に
拡
大
す

る
な
ど
、
将
来
的
に
50
ポ
ー
ト
３

０
０
台
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
的
に
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
を
展
開
し
て
い
る
事
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
民
間
企
業
の
敷

地
に
も
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
臨
時
ポ
ー
ト

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容

や
期
間
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
事

業
者
と
協
議
し
、
検
討
し
て
い
く
。

選
　
　
挙

文
化
芸
術

姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン

明るい選挙啓発ポスター

プレゼントでおもてなし
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バ
ー
カ
ー
ド
の
多
目
的
利
用
を
進

め
て
い
き
た
い
。

子
育
て
を
楽
し
く
便
利
に
！―

問　
電
子
母
子
手
帳
の
機
能
と
周

知
方
法
は
。

答　
電
子
母
子
手
帳
は
、
子
育
て

応
援
ア
プ
リ
「
ひ
め
っ
こ
手
帳
」

と
し
て
、
９
月
４
日
か
ら
利
用
開

始
し
た
。
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
れ
ば
無
料
で
利
用
で
き
る
。

同
手
帳
は
、
従
来
の
母
子
健
康

手
帳
と
併
用
し
て
妊
娠
中
の
体
調

管
理
や
子
ど
も
の
健
診
記
録
を
登

録
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
母
子
健

康
手
帳
機
能
」
や
、
地
域
の
子
育

て
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
は
じ
め
、
妊
娠
週
数
や

子
ど
も
の
月
齢
に
応
じ
た
健
康
診

査
や
予
防
接
種
な
ど
の
お
知
ら
せ

を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
に
よ
り
受
け
取

れ
る「
地
域
の
子
育
て
情
報
機
能
」

な
ど
を
備
え
て
い
る
。

今
後
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

時
や
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、

完
全
・
確
実
な
総
点
検
を―

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
点

検
に
係
る
本
市
の
対
象
事
務
は
。

答　
医
療
保
険
に
関
し
て
は
、
総

点
検
に
先
立
ち
、
厚
生
労
働
省
か

ら
点
検
依
頼
が
あ
り
、
国
民
健
康

保
険
に
つ
い
て
は
本
市
で
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
に
つ
い
て
は
広

域
連
合
で
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
た
結

果
、
ひ
も
付
け
誤
り
は
無
か
っ
た
。

９
月
に
公
表
さ
れ
た
本
市
の
点

検
対
象
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
事

務
で
あ
る
。
こ
の
事
務
は
、
厚
生

労
働
省
の
方
針
に
よ
り
す
べ
て
の

実
施
機
関
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

問　
完
全
・
確
実
な
総
点
検
の
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
運
用

の
一
時
停
止
を
国
に
求
め
る
べ
き

で
は
。

答　
国
に
お
い
て
は
、
現
在
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
流
れ
を
逆
行
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
総
点
検
に
よ
り
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
対
す
る
不
安
や

不
信
感
を
払
拭
す
る
と
と
も
に
、

メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
と
啓
発
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
、
国
や
県
と
連

携
し
、
制
度
の
周
知
広
報
に
努
め

る
と
と
も
に
、
よ
り
利
便
性
を
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
マ
イ
ナ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
中
心
に
、
観
光
庁

の
「
地
域
一
体
と
な
っ
た
観
光
地・

観
光
産
業
の
再
生
・
高
付
加
価
値

化
事
業
」
や
、
５
年
度
に
創
設
し

た
観
光
産
業
育
成
事
業
を
通
じ
、

観
光
地
と
し
て
の
本
市
の
魅
力
と

民
間
事
業
者
の
収
益
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
姫
路
城
や
ア
ク
リ
エ
ひ

め
じ
な
ど
を
生
か
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

の
誘
致
活
動
を
展
開
す
る
ほ
か
、

消
費
意
欲
が
旺
盛
で
、
経
済
効
果

が
高
い
と
言
わ
れ
る
富
裕
層
の
誘

客
を
視
野
に
入
れ
、
特
別
な
体
験

コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
に
努
め
る
。

さ
ら
に
、
７
年
に
は
大
阪
・
関

西
万
博
だ
け
で
な
く
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

二
つ
の
会
場
の
間
に
あ
る
本
市
へ

の
誘
客
と
滞
在
時
間
の
延
長
を
図

る
た
め
、
姫
路
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
連
携
し
て

本
市
な
ら
で
は
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
造
成
し
て
お
り
、
引
き
続
き

魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に

努
め
る
。

よ
り
安
全
安
心
な
観
光
都
市
に
―
問　
客
引
き
行
為
等
へ
の
対
策
は
。

答　
県
の
客
引
き
行
為
等
防
止
条

例
は
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
客
引
き

行
為
を
規
制
し
、
指
定
さ
れ
た
禁

止
地
区
で
の
客
引
き
行
為
等
に
は

過
料
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
減
少

し
て
い
た
人
の
流
れ
が
回
復
す
る

一
方
、
商
店
街
で
の
客
引
き
行
為

等
へ
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

今
後
、
県
の
担
当
課
や
姫
路
警
察

署
と
共
同
で
実
態
調
査
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
調
査
を
行
う
中
で
必

要
に
応
じ
て
、
禁
止
地
区
の
指
定

に
つ
い
て
県
の
判
断
を
求
め
て
い

く
。ま

た
、
市
の
関
係
部
局
と
も
協

力
し
、
県
条
例
の
も
と
で
県
の
担

当
課
や
警
察
、
地
元
商
店
街
と
も

連
携
・
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
パ

ト
ロ
ー
ル
の
継
続
的
実
施
や
姫
路

警
察
署
に
よ
る
取
り
締
ま
り
に
よ

り
、
県
の
条
例
が
十
分
認
識
さ
れ

る
よ
う
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

投
票
率
向
上
の
た
め
に―

問　
移
動
式
期
日
前
投
票
所
の
導

入
や
、
高
校
や
大
学
な
ど
教
育
施

設
で
の
期
日
前
投
票
の
実
施
を
含

め
た
期
日
前
投
票
所
の
増
設
は
。

答　
期
日
前
投
票
所
に
つ
い
て
は
、

３
年
の
兵
庫
県
知
事
選
挙
か
ら
２

カ
所
増
設
し
、
市
内
９
カ
所
で
開

設
し
て
お
り
、
限
ら
れ
た
人
員
と

予
算
の
中
で
よ
り
効
果
的
な
運
営

に
努
め
て
い
る
。

移
動
式
期
日
前
投
票
所
は
、
閉

鎖
し
た
当
日
投
票
所
の
代
替
策
と

し
て
設
置
さ
れ
る
事
例
が
多
い
が
、

本
市
は
、小
学
校
区
を
基
本
と
し
、

自
治
会
と
も
協
議
の
上
、
１
０
９

カ
所
の
当
日
投
票
所
を
維
持
し
て

お
り
、
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

教
育
施
設
で
の
期
日
前
投
票
は

今
後
調
査
、研
究
し
て
い
き
た
い
。

期
日
前
投
票
所
の
増
設
も
、
人

員
や
予
算
の
課
題
が
あ
り
、
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
の

人
口
変
動
に
よ
り
設
置
の
必
要
性

が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

よ
り
よ
い
活
動
が
で
き
る
よ
う
―
問　
姫
路
市
民
文
化
祭
を
廃
止
す

る
理
由
は
。

答　
姫
路
市
民
文
化
祭
は
、
市
民
、

文
化
団
体
の
成
果
発
表
の
場
や
、

市
民
が
文
化
芸
術
に
触
れ
る
場
と

し
て
、
毎
年
10
月
末
か
ら
約
１
カ

月
間
に
わ
た
り
市
内
の
各
会
場
で

約
20
事
業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、

市
は
、
会
場
使
用
料
な
ど
開
催
経

費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
る
。

し
か
し
、
参
加
団
体
が
固
定
化

さ
れ
、
単
一
団
体
の
定
期
演
奏
会

と
し
て
活
用
さ
れ
る
な
ど
、
参
加

団
体
以
外
の
団
体
と
の
公
平
性
が

課
題
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
イ

ベ
ン
ト
の
多
い
秋
に
会
場
を
長
期

間
占
用
す
る
た
め
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
や

興
行
公
演
な
ど
の
会
場
確
保
が
困

難
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
５
年
度
の
全
庁
的

な
事
業
見
直
し
の
中
で
、
本
事
業

も
本
格
的
に
見
直
し
を
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

今
後
は
、
参
加
団
体
が
継
続
し

て
活
動
で
き
る
よ
う
、
文
化
芸
術

活
動
会
場
費
補
助
金
や
、
姫
路
市

文
化
国
際
交
流
財
団
の
文
化
活
動

助
成
金
な
ど
の
助
成
制
度
の
充
実

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

魅
力
あ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に―

問　
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
の
意
見
を
直

接
聞
き
取
り
、
事
業
計
画
案
へ
反

映
で
き
な
い
か
。

答　
ラ
ン
ナ
ー
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
や
、
マ
ラ
ソ
ン

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
書

き
込
ま
れ
た
評
価
や
意
見
を
参
考

に
、
次
回
大
会
に
可
能
な
限
り
反

映
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

ラ
ン
ナ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

よ
り
よ
い
大
会
と
な
る
よ
う
、他

都
市
の
大
会
運
営
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
ラ
ン
ナ
ー
の
意
見
を
直
接

反
映
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
に
努
め
る
。

問　
好
奇
心
を
刺
激
す
る
よ
う
な

参
加
賞
を
企
画
し
て
は
。

答　
現
在
、
参
加
賞
と
し
て
記
念

Ｔ
シ
ャ
ツ
や
姫
路
城
無
料
入
城
券

を
配
付
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に「
千

姫
か
ら
の
ご
褒
美
グ
ル
メ
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
と
称
し
て
、
マ
ラ
ソ
ン
の

部
に
お
い
て
完
走
し
た
ラ
ン
ナ
ー

の
う
ち
、

総
合
順
位

の
キ
リ
番

ご
と
に
姫

路
和
牛
や

ぼ
う
ぜ
鱧

な
ど
の
姫

路
特
産
グ

ル
メ
を
進

呈
す
る
企

画
を
準
備

し
て
い
る
。

予
防
接
種
シ
ー
ル
送
付
な
ど
の
機

会
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

は
じ
め
、
各
窓
口
や
乳
幼
児
健
診

会
場
、
産
科
や
小
児
科
な
ど
の
医

療
機
関
に
も
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ

を
設
置
し
、広
く
周
知
啓
発
を
図
っ

て
い
く
。

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
を
―
問　
緊
急
時
に
お
け
る
子
ど
も
の

預
け
先
確
保
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

は
。

答　
公
立
２
施
設
、
私
立
29
施
設

の
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
に
お

い
て
、
一
時
預
か
り
事
業
と
し
て
、

緊
急
時
な
ど
の
子
ど
も
の
預
か
り

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
保
育
課
の
窓
口
に
は
、

利
用
者
支
援
員
３
人
を
配
置
し
、

保
護
者
の
希
望
す
る
エ
リ
ア
で
一

時
預
か
り
事
業
を
実
施
し
て
い
る

施
設
や
、
緊
急
時
に
子
ど
も
を
預

け
ら
れ
る
制
度
を
案
内
し
て
い
る

が
、
一
時
預
か
り
事
業
に
係
る
各

施
設
の
空
き
情
報
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
に
直
接
、
各
施
設
へ
問
い

合
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
保
護
者
の
負
担
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
、保
護
者
負
担
の
軽
減

に
つ
な
が
る
よ
う
、保
護
者
ニ
ー

ズ
と
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
適
切

に
結
び
つ
け
る
た
め
の
方
策
に
つ

い
て
、
他
都
市
の
状
況
を
含
め
調

査
、
研
究
を
進
め
て
い
く
。

保
護
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
―
問　
市
立
幼
稚
園
で
預
か
り
保
育

を
実
施
し
て
い
な
い
理
由
は
。

答　
３
年
に
策
定
し
た
「
姫
路
市

就
学
前
教
育
・
保
育
施
設
の
在
り

方
方
針
」
に
お
い
て
、
市
立
施
設

の
統
合
再
編
を
進
め
て
い
く
中
で
、

保
育
人
材
の
確
保
に
合
わ
せ
検
討

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
で

あ
る
。

問　
３
歳
児
保
育
の
実
施
が
10
園

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
理
由
は
。

答　
教
育
・
保
育
ニ
ー
ズ
に
つ
い

て
は
、
公
立
・
私
立
、
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
の
区
分
な
し
に
確

保
を
図
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
る
。
１
号
認
定
の
定
員
が
す
べ

て
の
地
域
で
充
足
し
て
お
り
、
私

立
認
定
こ
ど
も
園
で
も
３
歳
児
を

含
め
た
１
号
認
定
の
定
員
が
増
え

て
い
る
状
況
で
あ
る
た
め
、
拡
充

は
考
え
て
い
な
い
。

シ
ス
テ
ム
更
新
で
利
便
性
向
上
を
―
問　
料
金
な
ど
の
変
更
点
は
。

答　
11
月
の
利
用
開
始
に
向
け
て

整
備
を
進
め
て
い
る
。
電
動
ア
シ

ス
ト
付
き
自
転
車
を
導
入
し
、
ア

プ
リ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
直
接
貸
し

借
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

料
金
は
１
回
利
用
30
分
１
６
５

円
、
月
額
利
用
２
２
０
０
円
、
１

日
パ
ス
１
４
３
０
円
な
ど
を
設
定

す
る
。

問　
ポ
ー
ト
数
と
自
転
車
数
の
拡

大
は
。

答　
現
在
20
ポ
ー
ト
１
５
０
台
だ

が
、
自
転
車
に
設
置
さ
れ
た
Ｇ
Ｐ

Ｓ
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
り
利
用
者

が
多
い
地
域
に
効
果
的
に
拡
大
す

る
な
ど
、
将
来
的
に
50
ポ
ー
ト
３

０
０
台
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
的
に
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
を
展
開
し
て
い
る
事
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
民
間
企
業
の
敷

地
に
も
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
臨
時
ポ
ー
ト

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容

や
期
間
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
事

業
者
と
協
議
し
、
検
討
し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

姫
ち
ゃ
り

子
育
て
支
援

第３回定例会  質疑 ･ 質問

ひめっこ手帳

３つの認定区分

１号認定
子どもが満３歳以上で、教育を
希望する場合

２号認定
子どもが満３歳以上で、「保育
の必要な事由」に該当し、保育
所等での保育を希望する場合

３号認定
子どもが満３歳未満で、「保育
の必要な事由」に該当し、保育
所等での保育を希望する場合
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第３回定例会  質疑 ･ 質問
　
各
分
科
会
で
の
議
論
か
ら
、
そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

問　
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
が
増
加
し

て
い
る
が
、
効
果
等
は
。

答　
経
費
削
減
の
面
か
ら
主
催

者
・
参
加
者
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
効
果

が
見
込
め
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
習
熟
度
に
特
段
の

差
は
生
じ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

■意見　
費
用
対
効
果
を
一
層
意
識

し
て
経
費
節
減
に
努
め
る
と
と
も

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
受
講
に

当
た
っ
て
は
、
充
実
し
た
環
境
づ

く
り
を
進
め
ら
れ
た
い
。

問　
旧
モ
ノ
レ
ー
ル
橋
桁
・
橋
脚

撤
去
工
事
の
進
捗
は
。

答　
現
時
点
で
、
橋
桁
の
残
存
部

分
が
１
３
１
㍍
、
進
捗
率
は
93
％
、

橋
脚
の
残
存
部
分
が
22
本
で
、
進

捗
率
は
74
％
で
あ
る
。

■意見　
橋
脚
の
老
朽
化
に
伴
う
危

険
性
に
し
っ
か
り
と
対
処
し
、
住

民
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、
着

実
に
工
事
を
進
め
ら
れ
た
い
。

問　
海
外
留
学
生
奨
学
金
の
給
付

の
対
象
と
目
的
は
。

答　
市
内
の
私
立
・
県
立
大
学
に

海
外
か
ら
来
た
留
学
生
を
対
象
と

し
て
い
る
。
留
学
生
の
修
学
支
援

に
加
え
、
学
生
同
士
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
で
国
際
感
覚
を
備
え
た

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育
成
を
目

的
と
し
て
い
る
。

問　
保
育
人
材
確
保
対
策
費
で
実

施
し
て
い
る
事
業
の
支
給
実
績
は
。

答　
定
着
支
援
一
時
金
給
付
事
業

は
２
３
３
人
、
住
居
借
り
上
げ
支

援
事
業
は
40
人
、
奨
学
金
返
済
支

援
事
業
は
１
４
４
人
に
支
給
し
て

い
る
。

問　
私
立
施
設
助
成
事
業
費
で
助

成
し
た
民
間
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
数
と
受
け
入
れ
児
童
数
は
。

答　
７
カ
所
の
ク
ラ
ブ
に
対
し
て

助
成
し
、
お
よ
そ
２
２
０
人
の
児

童
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

■意見　
共
働
き
世
帯
の
増
加
に
伴

い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
必
要

性
は
、
公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
高

ま
っ
て
い
る
た
め
、
受
け
入
れ
を

拡
大
で
き
る
よ
う
民
間
の
ク
ラ
ブ

の
状
況
把
握
に
努
め
、
し
っ
か
り

と
支
援
さ
れ
た
い
。

問　
教
員
の
部
活
動
に
よ
る
時
間

外
勤
務
の
削
減
お
よ
び
負
担
軽
減

を
目
的
と
し
て
配
置
さ
れ
た
部
活

動
指
導
員
の
活
動
内
容
は
。

答　
市
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
、
平
日
は
２
時
間
程

度
、
休
日
は
土
日
の
い
ず
れ
か
１

日
に
３
時
間
程
度
で
、
週
当
た
り

11
時
間
が
上
限
と
な
っ
て
い
る
。

■意見　
教
員
の
働
き
方
改
革
の
実

現
に
向
け
た
部
活
動
の
地
域
移
行

は
、
国
が
定
め
た
方
針
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
や
県
に
対
し
、
人
材

確
保
の
た
め
の
十
分
な
予
算
を
し

っ
か
り
と
要
望
さ
れ
た
い
。

問　
名
古
山
霊
苑
の
納
骨
堂
の
今

後
の
在
り
方
は
。

答　
永
代
供
養
を
納
骨
堂
で
継
続

す
る
の
か
、
納
骨
し
て
数
十
年
経

過
後
に
合
葬
墓
へ
遺
骨
を
移
す
の

か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
声
を

し
っ
か
り
と
聞
き
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

■意見　
今
後
、
合
葬
墓
を
検
討
す

る
場
合
、
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、

姫
路
西
霊
苑
の
有
効
活
用
も
あ
わ

せ
て
検
討
さ
れ
た
い
。

問　
路
上
喫
煙
過
料
を
確
実
に
徴

収
す
る
た
め
の
方
策
は
。

答　
制
度
の
導
入
当
初
は
５
０
０

件
程
度
あ
っ
た
徴
収
件
数
が
近
年

は
１
５
０
件
程
度
に
ま
で
減
少
し

て
い
る
が
、
そ
の
後
は
大
き
な
減

少
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
後
は
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■意見　
事
業
内
容
の
見
直
し
も
含

め
、
路
上
喫
煙
の
防
止
に
向
け
た

有
効
な
方
策
を
精
査
し
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ま
れ
た
い
。

問　
姫
路
駅
北
駅
前
広
場
の
芝
生

広
場
の
利
用
状
況
は
。

答　
夏
季
に
一
部
を
開
放
し
て
い

る
期
間
も
あ
る
が
、
利
用
に
よ
り

傷
ん
だ
芝
生
の
再
生
が
進
ま
な
い

冬
季
は
立
ち
入
り
を
制
限
し
て
い

る
。
整
備
か
ら
10
年
近
く
経
過
す

る
姫
路
駅
北
駅
前
広
場
に
つ
い
て

検
討
す
る
中
で
、
芝
生
広
場
の
在

り
方
も
考
え
て
い
き
た
い
。

■意見　
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
が

集
え
る
場
と
な
る
よ
う
、
し
っ
か

り
と
検
討
さ
れ
た
い
。

問　
市
営
住
宅
の
空
き
室
の
改
修

を
進
め
、
既
存
の
住
戸
を
有
効
活

用
し
て
は
。

答　
築
年
数
が
古
い
住
宅
等
は
通

常
よ
り
も
多
額
の
改
修
費
用
が
か

か
る
た
め
予
算
的
な
余
裕
は
な
い

が
、
可
能
な
範
囲
で
改
修
し
、
よ

り
多
く
の
希
望
者
に
入
居
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■意見　
空
き
室
を
放
置
す
る
こ
と

は
不
利
益
が
大
き
い
た
め
、
改
修

費
を
安
価
に
抑
え
る
方
策
を
打
ち

出
す
な
ど
、
空
き
室
を
減
ら
す
よ

う
努
め
ら
れ
た
い
。

問　
工
場
立
地
地
域
と
住
宅
地
域

を
分
断
す
る
緩
衝
緑
地
帯
の
樹
木

を
伐
採
し
、
公
園
な
ど
を
整
備
す

る
こ
と
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答　
自
治
会
か
ら
の
要
望
も
あ
る

た
め
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
適

切
な
整
備
を
行
い
た
い
。

問　
下
水
処
理
場
の
未
利
用
地
に

整
備
し
て
い
る
太
陽
光
発
電
設
備

を
、
さ
ら
に
拡
大
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
は
、
売
電
単
価
が
当
初

の
半
額
以
下
に
な
っ
て
お
り
、
採

算
の
面
か
ら
拡
充
に
つ
い
て
は
見

合
わ
せ
る
べ
き
と
判
断
し
て
い
る
。

■意見　
太
陽
光
発
電
に
限
ら
ず
、

下
水
を
利
用
し
た
発
電
な
ど
も
含

め
、
収
益
事
業
の
拡
充
を
検
討
さ

れ
た
い
。

令
和
４
年
度
決
算
審
査

　
９
月
13
日
、
14
日
に
予
算
決
算
委
員
会
（
全
体
会
）
を
開
催
し
、
各
会
計
の
決

算
に
つ
い
て
理
事
者
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
15
日
お
よ
び
19
日
か
ら
21
日
に

各
分
科
会
を
開
催
し
質
疑
応
答
を
行
い
、
議
案
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
26
日

の
全
体
会
で
各
分
科
会
長
か
ら
分
科
会
で
の
議
論
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、
10
月
２

日
の
本
会
議
で
４
年
度
の
全
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

総
務
分
科
会

文
教
・
子
育
て
分
科
会

家
島
地
域
に
安
定
的
な
給
水
を―

問　
敷
設
後
40
年
以
上
経
過
す
る

海
底
送
水
管
の
更
新
計
画
は
。

答　
現
在
、
更
新
基
本
計
画
を
策

定
中
で
あ
り
、
各
系
統
を
評
価
し

た
上
で
、
更
新
順
位
や
優
先
度
を

決
定
す
る
。

　
本
市
が
採
用
し
て
い
る
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
帯
等
で
防
護
し
て
い
る
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
送
水
管
は
、
全
国
的

に
破
損
事
例
の
報
告
は
な
く
、
本

市
で
も
重
大
な
問
題
は
生
じ
て
い

な
い
が
、
他
都
市
で
は
特
殊
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
送
水
管
の
破
損
事
例
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市

の
敷
設
状
況
や
耐
用
年
数
等
を
考

慮
す
る
と
優
先
度
は
高
い
と
考
え

る
。
ま
ず
は
家
島
・
坊
勢
島
間
に

つ
い
て
早
期
に
着
手
で
き
る
よ
う

検
討
を
進
め
る
。

問　
海
底
送
水
管
の
更
新
以
外
の

手
法
の
検
討
は
。

答　
海
水
を
処
理
し
て
真
水
に
変

え
る
海
水
淡
水
化
施
設
の
建
設
を

検
討
し
た
が
、
当
初
の
建
設
費
に

加
え
、
維
持
管
理
費
等
を
考
慮
す

る
と
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
で
海
底

送
水
管
の
更
新
の
方
が
優
れ
て
い

る
た
め
、
国
の
交
付
金
制
度
を
最

大
限
に
活
用
し
、
更
新
の
方
向
で

検
討
を
進
め
て
い
る
。

若
年
層
に
出
会
い
と
交
流
の
場
を
―
問　
本
市
が
取
り
組
む
婚
活
イ
ベ

ン
ト
の
内
容
は
。

答　
出
会
い
を
望
む
独
身
男
女
に

出
会
い
と
交
流
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
未
婚
化
・
晩
婚
化
に
歯

止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
本
市

へ
の
興
味
関
心
を
高
め
、
交
流
人

口
な
ど
の
創
出
拡
大
を
図
る
た
め

に
実
施
す
る
も
の
で
、
１
つ
目
の

「
家
島　
Ｄ
Ｅ　
愛　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
は
10
月
に
家
島

本
島
で
開
催
す
る
。

　
２
つ
目
は
、
首
都
圏
で
働
く
独

身
男
女
を
対
象
に
、
「
出
逢
い
×

観
光
×
仕
事
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
を
開
催

す
る
。

問　
民
間
企
業
と
の
連
携
は
。

答　
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
か
ら
の
相

談
も
あ
り
、
市
内
の
結
婚
式
場
の

Ｐ
Ｒ
や
利
用
促
進
等
に
向
け
た
協

議
を
進
め
て
い
る
。
特
に
若
い
世

代
に
対
し
、
結
婚
の
魅
力
を
体
感

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ

と
で
婚
姻
数
の
増
加
に
つ
な
げ
る

た
め
、
模
擬
結
婚
式
の
体
験
な
ど
、

結
婚
へ
の
機
運
が
高
ま
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
向
け
、
引
き

続
き
調
査
、
研
究
し
て
い
く
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

少
子
化
対
策
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歳入
歳出

歳入
歳出

国民健康保険事業
543億5,384万円
528億4,192万円

卸売市場事業
93億8,465万円
89億1,844万円

介護保険事業
462億9,068万円
453億3,771万円

財政健全化調整
21億9,794万円
21億9,794万円

後期高齢者医療事業
83億7,599万円
81億2,712万円

その他（2会計）
2億1,531万円
7,241万円

４年度　決算のあらまし

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

水道事業
126億6,419万円
104億1,733万円
29億2,967万円
72億3,907万円

下水道事業
192億7,990万円
187億  530万円
129億  751万円
198億6,626万円

都市開発整備事業
8,151万円
5,027万円

2億円

特 　 別 　 会 　 計 公 営 企 業 会 計

一   般   会   計

55年連続黒字 健全な財政を維持

市税
990億7,353万円
（41.4%）

国庫支出金
574億1,419万円
（24.0%）市債

105億7,830万円
（4.4%）

地方交付税
153億5,990万円
（6.4%）

県支出金
145億8,752万円
（6.1%）

その他
424億3,469万円
（17.7%）

歳　　入 合計2,394億4,813万円

民生費
944億6,826万円
（41.0%）

土木費
192億4,564万円
（8.4%）

総務費
182億1,397万円
（7.9%）

諸支出金
113億6,749万円
（4.9%）

その他
200億7,076万円
（8.7%）

歳　　出 合計2,301億6,415万円

教育費
227億1,604万円
（9.9%）

公債費
232億2,678万円
（10.1%）

衛生費
208億5,521万円
（9.1%）

　
各
分
科
会
で
の
議
論
か
ら
、
そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

問　
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
が
増
加
し

て
い
る
が
、
効
果
等
は
。

答　
経
費
削
減
の
面
か
ら
主
催

者
・
参
加
者
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
効
果

が
見
込
め
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
習
熟
度
に
特
段
の

差
は
生
じ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

■意見　
費
用
対
効
果
を
一
層
意
識

し
て
経
費
節
減
に
努
め
る
と
と
も

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
受
講
に

当
た
っ
て
は
、
充
実
し
た
環
境
づ

く
り
を
進
め
ら
れ
た
い
。

問　
旧
モ
ノ
レ
ー
ル
橋
桁
・
橋
脚

撤
去
工
事
の
進
捗
は
。

答　
現
時
点
で
、
橋
桁
の
残
存
部

分
が
１
３
１
㍍
、
進
捗
率
は
93
％
、

橋
脚
の
残
存
部
分
が
22
本
で
、
進

捗
率
は
74
％
で
あ
る
。

■意見　
橋
脚
の
老
朽
化
に
伴
う
危

険
性
に
し
っ
か
り
と
対
処
し
、
住

民
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、
着

実
に
工
事
を
進
め
ら
れ
た
い
。

問　
海
外
留
学
生
奨
学
金
の
給
付

の
対
象
と
目
的
は
。

答　
市
内
の
私
立
・
県
立
大
学
に

海
外
か
ら
来
た
留
学
生
を
対
象
と

し
て
い
る
。
留
学
生
の
修
学
支
援

に
加
え
、
学
生
同
士
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
で
国
際
感
覚
を
備
え
た

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育
成
を
目

的
と
し
て
い
る
。

問　
保
育
人
材
確
保
対
策
費
で
実

施
し
て
い
る
事
業
の
支
給
実
績
は
。

答　
定
着
支
援
一
時
金
給
付
事
業

は
２
３
３
人
、
住
居
借
り
上
げ
支

援
事
業
は
40
人
、
奨
学
金
返
済
支

援
事
業
は
１
４
４
人
に
支
給
し
て

い
る
。

問　
私
立
施
設
助
成
事
業
費
で
助

成
し
た
民
間
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
数
と
受
け
入
れ
児
童
数
は
。

答　
７
カ
所
の
ク
ラ
ブ
に
対
し
て

助
成
し
、
お
よ
そ
２
２
０
人
の
児

童
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

■意見　
共
働
き
世
帯
の
増
加
に
伴

い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
必
要

性
は
、
公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
高

ま
っ
て
い
る
た
め
、
受
け
入
れ
を

拡
大
で
き
る
よ
う
民
間
の
ク
ラ
ブ

の
状
況
把
握
に
努
め
、
し
っ
か
り

と
支
援
さ
れ
た
い
。

問　
教
員
の
部
活
動
に
よ
る
時
間

外
勤
務
の
削
減
お
よ
び
負
担
軽
減

を
目
的
と
し
て
配
置
さ
れ
た
部
活

動
指
導
員
の
活
動
内
容
は
。

答　
市
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
、
平
日
は
２
時
間
程

度
、
休
日
は
土
日
の
い
ず
れ
か
１

日
に
３
時
間
程
度
で
、
週
当
た
り

11
時
間
が
上
限
と
な
っ
て
い
る
。

■意見　
教
員
の
働
き
方
改
革
の
実

現
に
向
け
た
部
活
動
の
地
域
移
行

は
、
国
が
定
め
た
方
針
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
や
県
に
対
し
、
人
材

確
保
の
た
め
の
十
分
な
予
算
を
し

っ
か
り
と
要
望
さ
れ
た
い
。

問　
名
古
山
霊
苑
の
納
骨
堂
の
今

後
の
在
り
方
は
。

答　
永
代
供
養
を
納
骨
堂
で
継
続

す
る
の
か
、
納
骨
し
て
数
十
年
経

過
後
に
合
葬
墓
へ
遺
骨
を
移
す
の

か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
声
を

し
っ
か
り
と
聞
き
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

■意見　
今
後
、
合
葬
墓
を
検
討
す

る
場
合
、
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、

姫
路
西
霊
苑
の
有
効
活
用
も
あ
わ

せ
て
検
討
さ
れ
た
い
。

問　
路
上
喫
煙
過
料
を
確
実
に
徴

収
す
る
た
め
の
方
策
は
。

答　
制
度
の
導
入
当
初
は
５
０
０

件
程
度
あ
っ
た
徴
収
件
数
が
近
年

は
１
５
０
件
程
度
に
ま
で
減
少
し

て
い
る
が
、
そ
の
後
は
大
き
な
減

少
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
後
は
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■意見　
事
業
内
容
の
見
直
し
も
含

め
、
路
上
喫
煙
の
防
止
に
向
け
た

有
効
な
方
策
を
精
査
し
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ま
れ
た
い
。

問　
姫
路
駅
北
駅
前
広
場
の
芝
生

広
場
の
利
用
状
況
は
。

答　
夏
季
に
一
部
を
開
放
し
て
い

る
期
間
も
あ
る
が
、
利
用
に
よ
り

傷
ん
だ
芝
生
の
再
生
が
進
ま
な
い

冬
季
は
立
ち
入
り
を
制
限
し
て
い

る
。
整
備
か
ら
10
年
近
く
経
過
す

る
姫
路
駅
北
駅
前
広
場
に
つ
い
て

検
討
す
る
中
で
、
芝
生
広
場
の
在

り
方
も
考
え
て
い
き
た
い
。

■意見　
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
が

集
え
る
場
と
な
る
よ
う
、
し
っ
か

り
と
検
討
さ
れ
た
い
。

問　
市
営
住
宅
の
空
き
室
の
改
修

を
進
め
、
既
存
の
住
戸
を
有
効
活

用
し
て
は
。

答　
築
年
数
が
古
い
住
宅
等
は
通

常
よ
り
も
多
額
の
改
修
費
用
が
か

か
る
た
め
予
算
的
な
余
裕
は
な
い

が
、
可
能
な
範
囲
で
改
修
し
、
よ

り
多
く
の
希
望
者
に
入
居
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■意見　
空
き
室
を
放
置
す
る
こ
と

は
不
利
益
が
大
き
い
た
め
、
改
修

費
を
安
価
に
抑
え
る
方
策
を
打
ち

出
す
な
ど
、
空
き
室
を
減
ら
す
よ

う
努
め
ら
れ
た
い
。

問　
工
場
立
地
地
域
と
住
宅
地
域

を
分
断
す
る
緩
衝
緑
地
帯
の
樹
木

を
伐
採
し
、
公
園
な
ど
を
整
備
す

る
こ
と
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答　
自
治
会
か
ら
の
要
望
も
あ
る

た
め
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
適

切
な
整
備
を
行
い
た
い
。

問　
下
水
処
理
場
の
未
利
用
地
に

整
備
し
て
い
る
太
陽
光
発
電
設
備

を
、
さ
ら
に
拡
大
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
は
、
売
電
単
価
が
当
初

の
半
額
以
下
に
な
っ
て
お
り
、
採

算
の
面
か
ら
拡
充
に
つ
い
て
は
見

合
わ
せ
る
べ
き
と
判
断
し
て
い
る
。

■意見　
太
陽
光
発
電
に
限
ら
ず
、

下
水
を
利
用
し
た
発
電
な
ど
も
含

め
、
収
益
事
業
の
拡
充
を
検
討
さ

れ
た
い
。

令和４年度決算審査

厚
生
分
科
会

経
済
観
光
分
科
会

建
設
分
科
会
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各
常
任
委
員
会
を
定
例
会
中
に

開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
付
託
さ
れ
た

議
案
や
請
願
等
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

議
案
が
付
託
さ
れ
た
６
つ
の
委

員
会
の
う
ち
、
予
算
決
算
委
員
会

以
外
の
委
員
会
の
委
員
長
口
頭
報

告
か
ら
、
主
な
要
望
事
項
を
紹
介

し
ま
す
。
※
予
算
決
算
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
決
算
議
案
に
関
す
る

議
論
は
Ｐ
６
〜
７
の
と
お
り
。

①
積
極
的
な
施
策
の
展
開
と
持
続

可
能
な
財
政
運
営
の
両
立
を
図
る

た
め
に
行
う
事
業
見
直
し
は
、
行

財
政
改
革
の
観
点
に
基
づ
き
、
他

部
局
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

事
業
関
係
者
と
も
十
分
協
議
を
重

ね
て
取
り
組
ま
れ
た
い
。

②
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
等
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ

施
設
に
か
か
る
使
用
料
の
見
直
し

件
数
が
多
い
が
、
ス
ポ
ー
ツ
と
の

関
わ
り
を
通
じ
た
市
民
の
健
康
増

進
と
い
っ
た
生
活
面
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
に
も
配
慮
し
、
し
っ

か
り
と
説
明
責
任
を
果
た
さ
れ
た

い
。

③
姫
路
版
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業

が
国
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
促
進
の
施
策

で
あ
る
こ
と
は
理
解
す
る
が
、
行

政
で
一
律
に
進
め
る
の
で
は
な
く

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
の
声
を
配
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
新
た
な

事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、
市
民

が
使
い
や
す
い
ア
プ
リ
の
仕
様
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
な
ど
の
課
題
を

し
っ
か
り
と
考
慮
し
な
が
ら
、
持

続
可
能
な
姫
路
版
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
さ
れ
た
い
。

①
新
婚
世
帯
に
対
し
、
家
賃
や
共

益
費
、
住
宅
購
入
や
リ
フ
ォ
ー
ム

費
用
の
ロ
ー
ン
返
済
な
ど
を
助
成

す
る
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
見

直
し
案
に
つ
い
て
、
今
後
増
大
が

見
込
ま
れ
る
本
事
業
に
財
源
を
確

保
す
べ
き
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

所
管
す
る
全
て
の
事
業
に
つ
い
て

検
証
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
精
査

し
た
上
で
、
本
事
業
の
今
後
の
方

針
を
決
定
さ
れ
た
い
。

②
そ
う
め
ん
滝
キ
ャ
ン
プ
場
は
５

年
度
末
に
閉
鎖
す
る
が
、
キ
ャ
ン

プ
場
と
し
て
利
用
可
能
な
市
の
他

の
施
設
は
安
全
性
に
問
題
が
な
く
、

十
分
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

閉
鎖
後
も
引
き
続
き
市
民
等
が
キ

ャ
ン
プ
を
楽
し
め
る
よ
う
、
関
係

部
局
に
対
し
て
施
設
の
充
実
を
図

る
よ
う
促
さ
れ
た
い
。

①
６
年
10
月
に
設
置
予
定
の
家
島

交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
と
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
役
割
を
併
せ
持
つ
家
島
独
自

の
施
設
で
あ
る
。
新
た
な
セ
ン
タ

ー
の
取
り
組
み
を
、
家
島
地
域
の

み
な
ら
ず
全
市
的
な
施
策
の
参
考

と
し
つ
つ
、
本
市
に
お
け
る
公
民

館
を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
検
討
さ
れ
た
い
。

②
救
急
医
療
施
設
後
送
委
託
事
業

の
委
託
料
に
つ
い
て
、
受
入
実
績

を
あ
る
程
度
反
映
さ
せ
た
い
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
常
に
病
床
が
確

保
さ
れ
て
い
な
い
と
受
入
困
難
な

事
態
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
受
入
実
績
だ
け
で
な
く
、
医

療
現
場
の
声
も
聞
い
た
上
で
委
託

料
を
設
定
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
市

民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
の
見
直

し
は
、目
的
や
取
組
内
容
、
効
果

な
ど
を
詳
細
に
検
証
し
た
上
で
、

必
要
な
事
業
に
は
し
っ
か
り
と
取

り
組
ま
れ
た
い
。

③
５
年
12
月
に
人
々
の
つ
な
が
り

に
関
す
る
基
礎
調
査
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
ひ
き

こ
も
り
状
態
に
あ
る
人
の
実
態
お

よ
び
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

今
後
の
支
援
の
在
り
方
を
検
討
さ

れ
た
い
。

①
市
民
文
化
祭
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
改
め
て
説
明
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
活
動
を
支
援
す
る
た

め
の
予
算
確
保
に
努
め
た
い
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
市
民
文
化
祭
の

参
加
団
体
の
中
に
は
規
模
が
小
さ

く
、
単
独
で
の
発
表
会
の
開
催
が

困
難
な
団
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

団
体
の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾

け
、
丁
寧
に
対
応
さ
れ
た
い
。

②
新
美
化
セ
ン
タ
ー
建
設
候
補
地

の
選
定
に
つ
い
て
、
現
在
の
最
新

技
術
を
用
い
て
建
設
さ
れ
る
ご
み

処
理
施
設
の
性
能
に
つ
い
て
積
極

的
に
情
報
発
信
し
、
住
民
の
理
解

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
セ

ン
タ
ー
建
設
に
係
る
事
業
が
円
滑

に
進
む
よ
う
し
っ
か
り
と
取
り
組

ま
れ
た
い
。

①
開
発
事
業
に
よ
り
新
設
さ
れ
た

小
規
模
公
園
の
多
く
が
荒
廃
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
条
例
を
改
正
し
、

そ
の
増
加
を
抑
制
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い

公
園
を
地
域
住
民
が
望
む
よ
う
な

形
で
活
用
で
き
る
よ
う
、
他
の
部

局
に
先
駆
け
て
検
討
さ
れ
た
い
。

②
崩
落
防
止
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
た
傾

斜
地
に
お
い
て
、
本
市
が
土
地
所

有
者
ら
に
代
わ
り
応
急
対
策
工
事

等
を
実
施
し
た
。
こ
の
費
用
の
支

払
い
に
応
じ
な
か
っ
た
土
地
所
有

者
ら
に
費
用
の
償
還
を
求
め
る
調

停
を
裁
判
所
に
申
し
立
て
た
が
、

一
部
の
土
地
所
有
者
と
は
問
題
を

解
決
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
費
用

等
の
支
払
い
を
求
め
て
訴
え
を
提

起
す
る
件
に
つ
い
て
、
既
に
本
市

に
費
用
を
支
払
う
旨
が
確
定
し
て

い
る
土
地
所
有
者
か
ら
不
公
平
感

を
抱
か
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
と
対
応
さ
れ
た
い
。

③
水
道
料
金
体
系
の
見
直
し
に
当

た
っ
て
は
、
多
く
の
市
民
の
賛
同

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
見
直
し
が
実

施
で
き
る
よ
う
、
誰
も
が
理
解
し

や
す
い
広
報
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
本
定
例
会
で
結
果
が
出
た
請
願

は
次
の
と
お
り
で
す
。

不
採
択

〇
保
育
士
の
配
置
基
準
を
引
き
上

げ
る
よ
う
、
国
に
対
し
て
、
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

〇
姫
路
市
立
高
等
学
校
再
編
計
画

の
再
検
討
と
市
民
へ
の
丁
寧
な

説
明
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

〇
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て 世代間交流と生きがいづくりを支援

しろまるひめの
市議会ワンポイント講座 政務活動費と情報公開

政務活動費とは、地方自治法や条例に基づき、議員の調査研究その他の活動に
資するため、必要な経費の一部として議会における会派（基本的な政策が一致す
る議員で構成するグループ）に対し交付されるものです。
その使いみちの透明性を高めるため、政務活動費収支報告書や領収書などを添
付した支出書、会計帳簿を公開しています。

＿政務活動費の使いみちの基準
調査研究、研修、広報、広聴、住民相談、
要請、陳情、各種会議への参加など、市
政の課題および市民の意思を把握し、市
政に反映させる活動その他住民福祉の増
進を図るために必要な活動に要する経費

ホームページ
でみられるよ。

委
員
会
等
の
活
動（
７
月
〜
９
月
）

委
員
会
報
告

文
教
・
子
育
て
委
員
会

厚
生
委
員
会

総
務
委
員
会
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各
常
任
委
員
会
を
定
例
会
中
に

開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
付
託
さ
れ
た

議
案
や
請
願
等
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

議
案
が
付
託
さ
れ
た
６
つ
の
委

員
会
の
う
ち
、
予
算
決
算
委
員
会

以
外
の
委
員
会
の
委
員
長
口
頭
報

告
か
ら
、
主
な
要
望
事
項
を
紹
介

し
ま
す
。
※
予
算
決
算
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
決
算
議
案
に
関
す
る

議
論
は
Ｐ
６
〜
７
の
と
お
り
。

①
積
極
的
な
施
策
の
展
開
と
持
続

可
能
な
財
政
運
営
の
両
立
を
図
る

た
め
に
行
う
事
業
見
直
し
は
、
行

財
政
改
革
の
観
点
に
基
づ
き
、
他

部
局
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

事
業
関
係
者
と
も
十
分
協
議
を
重

ね
て
取
り
組
ま
れ
た
い
。

②
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
等
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ

施
設
に
か
か
る
使
用
料
の
見
直
し

件
数
が
多
い
が
、
ス
ポ
ー
ツ
と
の

関
わ
り
を
通
じ
た
市
民
の
健
康
増

進
と
い
っ
た
生
活
面
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
に
も
配
慮
し
、
し
っ

か
り
と
説
明
責
任
を
果
た
さ
れ
た

い
。

③
姫
路
版
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業

が
国
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
促
進
の
施
策

で
あ
る
こ
と
は
理
解
す
る
が
、
行

政
で
一
律
に
進
め
る
の
で
は
な
く

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
の
声
を
配
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
新
た
な

事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、
市
民

が
使
い
や
す
い
ア
プ
リ
の
仕
様
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
な
ど
の
課
題
を

し
っ
か
り
と
考
慮
し
な
が
ら
、
持

続
可
能
な
姫
路
版
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
さ
れ
た
い
。

①
新
婚
世
帯
に
対
し
、
家
賃
や
共

益
費
、
住
宅
購
入
や
リ
フ
ォ
ー
ム

費
用
の
ロ
ー
ン
返
済
な
ど
を
助
成

す
る
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
見

直
し
案
に
つ
い
て
、
今
後
増
大
が

見
込
ま
れ
る
本
事
業
に
財
源
を
確

保
す
べ
き
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

所
管
す
る
全
て
の
事
業
に
つ
い
て

検
証
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
精
査

し
た
上
で
、
本
事
業
の
今
後
の
方

針
を
決
定
さ
れ
た
い
。

②
そ
う
め
ん
滝
キ
ャ
ン
プ
場
は
５

年
度
末
に
閉
鎖
す
る
が
、
キ
ャ
ン

プ
場
と
し
て
利
用
可
能
な
市
の
他

の
施
設
は
安
全
性
に
問
題
が
な
く
、

十
分
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

閉
鎖
後
も
引
き
続
き
市
民
等
が
キ

ャ
ン
プ
を
楽
し
め
る
よ
う
、
関
係

部
局
に
対
し
て
施
設
の
充
実
を
図

る
よ
う
促
さ
れ
た
い
。

①
６
年
10
月
に
設
置
予
定
の
家
島

交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
と
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
役
割
を
併
せ
持
つ
家
島
独
自

の
施
設
で
あ
る
。
新
た
な
セ
ン
タ

ー
の
取
り
組
み
を
、
家
島
地
域
の

み
な
ら
ず
全
市
的
な
施
策
の
参
考

と
し
つ
つ
、
本
市
に
お
け
る
公
民

館
を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
検
討
さ
れ
た
い
。

②
救
急
医
療
施
設
後
送
委
託
事
業

の
委
託
料
に
つ
い
て
、
受
入
実
績

を
あ
る
程
度
反
映
さ
せ
た
い
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
常
に
病
床
が
確

保
さ
れ
て
い
な
い
と
受
入
困
難
な

事
態
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
受
入
実
績
だ
け
で
な
く
、
医

療
現
場
の
声
も
聞
い
た
上
で
委
託

料
を
設
定
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
市

民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
の
見
直

し
は
、目
的
や
取
組
内
容
、
効
果

な
ど
を
詳
細
に
検
証
し
た
上
で
、

必
要
な
事
業
に
は
し
っ
か
り
と
取

り
組
ま
れ
た
い
。

③
５
年
12
月
に
人
々
の
つ
な
が
り

に
関
す
る
基
礎
調
査
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
ひ
き

こ
も
り
状
態
に
あ
る
人
の
実
態
お

よ
び
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

今
後
の
支
援
の
在
り
方
を
検
討
さ

れ
た
い
。

①
市
民
文
化
祭
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
改
め
て
説
明
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
活
動
を
支
援
す
る
た

め
の
予
算
確
保
に
努
め
た
い
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
市
民
文
化
祭
の

参
加
団
体
の
中
に
は
規
模
が
小
さ

く
、
単
独
で
の
発
表
会
の
開
催
が

困
難
な
団
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

団
体
の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾

け
、
丁
寧
に
対
応
さ
れ
た
い
。

②
新
美
化
セ
ン
タ
ー
建
設
候
補
地

の
選
定
に
つ
い
て
、
現
在
の
最
新

技
術
を
用
い
て
建
設
さ
れ
る
ご
み

処
理
施
設
の
性
能
に
つ
い
て
積
極

的
に
情
報
発
信
し
、
住
民
の
理
解

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
セ

ン
タ
ー
建
設
に
係
る
事
業
が
円
滑

に
進
む
よ
う
し
っ
か
り
と
取
り
組

ま
れ
た
い
。

①
開
発
事
業
に
よ
り
新
設
さ
れ
た

小
規
模
公
園
の
多
く
が
荒
廃
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
条
例
を
改
正
し
、

そ
の
増
加
を
抑
制
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い

公
園
を
地
域
住
民
が
望
む
よ
う
な

形
で
活
用
で
き
る
よ
う
、
他
の
部

局
に
先
駆
け
て
検
討
さ
れ
た
い
。

②
崩
落
防
止
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
た
傾

斜
地
に
お
い
て
、
本
市
が
土
地
所

有
者
ら
に
代
わ
り
応
急
対
策
工
事

等
を
実
施
し
た
。
こ
の
費
用
の
支

払
い
に
応
じ
な
か
っ
た
土
地
所
有

者
ら
に
費
用
の
償
還
を
求
め
る
調

停
を
裁
判
所
に
申
し
立
て
た
が
、

一
部
の
土
地
所
有
者
と
は
問
題
を

解
決
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
費
用

等
の
支
払
い
を
求
め
て
訴
え
を
提

起
す
る
件
に
つ
い
て
、
既
に
本
市

に
費
用
を
支
払
う
旨
が
確
定
し
て

い
る
土
地
所
有
者
か
ら
不
公
平
感

を
抱
か
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
と
対
応
さ
れ
た
い
。

③
水
道
料
金
体
系
の
見
直
し
に
当

た
っ
て
は
、
多
く
の
市
民
の
賛
同

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
見
直
し
が
実

施
で
き
る
よ
う
、
誰
も
が
理
解
し

や
す
い
広
報
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
本
定
例
会
で
結
果
が
出
た
請
願

は
次
の
と
お
り
で
す
。

不
採
択

〇
保
育
士
の
配
置
基
準
を
引
き
上

げ
る
よ
う
、
国
に
対
し
て
、
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

〇
姫
路
市
立
高
等
学
校
再
編
計
画

の
再
検
討
と
市
民
へ
の
丁
寧
な

説
明
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

〇
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

次
の
定
例
会
は  

11
月
下
旬  

開
会
予
定
で
す

詳
し
い
こ
と
は
議
事
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
☎
２
２
１

－

２
０
３
３
）

行 政 視 察 報 告
議会活動の一層の充実を図るため、
先進都市の優れた事業などを視察し、
まちづくりに役立てていきます。

■建設委員会 7月18日～19日
岐 阜 市：ぎふしみちレポ
豊 田 市：衛星画像による漏水可能性区域判定

■厚生委員会 7月18日～20日
川 崎 市：動物愛護の取り組み
旭　　市：「生涯活躍のまち・あさひ形成事業」の

取り組み
東京都渋谷区：渋谷区男女平等及び多様性を尊重す

る社会を推進する条例

■経済観光委員会 7月18日～20日
福島ロボットテストフィールド：
　　　　　福島ロボットテストフィールド
仙 台 市：仙台未来創造企業創出プログラム

■総務委員会 7月19日～21日
大 分 市：大分市消防団ビジョンの策定、

女性消防団
北九州市：男性職員の育児休業取得率向上の取

り組み

■文教・子育て委員会 7月20日～21日
さいたま市：さいたま市立浦和高等学校
久 喜 市：久喜市版未来の教室

■議会運営委員会 7月31日～8月1日
宝 塚 市：議会報告会・意見交換会
横須賀市：予算決算常任委員会

■公明党 7月3日～4日
大 和 市：不登校特例校、文化創造拠点シリウス
入 間 市：ヤングケアラー支援条例

■市民クラブ 7月3日～5日
横須賀市：横須賀市観光立市推進アクションプラン
さいたま市：ＩＣＴを活用した自治会活動支援事業
東京都葛飾区：学校外プールを活用した水泳指導

■新生ひめじ 7月10日～12日
多賀城市：特別史跡多賀城跡復元整備事業
石 巻 市：コミュニティを核とした持続可能な

地域社会の構築
山 形 市：市南部への児童遊戯施設整備事業

■志政会 7月11日～12日
熊 本 市：市議会議員の不当要求事案に対する

議会および執行部の対応
粕 屋 町：介護一次予防事業

■姫路無所属の会 7月24日～26日
札 幌 市：札幌市客引き行為等の防止に関する条例
旭 川 市：観光の取り組み

■自由民主党 7月24日～26日
藤 沢 市：ＦｕｊｉｓａｗａＳＳＴと行政サポート、

子どものショートステイ事業・トワ
イライトステイ事業

横須賀市：Ｙｏｋｏｓｕｋａ ｅ－Ｓｐｏｒｔｓ Ｐａｒｔｎｅｒｓ制度

■改革無所属の会 8月3日～4日
北九州市：公共交通
熊 本 市：教員採用試験

委員会等の活動

経
済
観
光
委
員
会

建
設
委
員
会

請
　
願

9



会派の略称と人数 賛否状況の表記
公明党 公明 ８人
市民クラブ 市民 ８人
自由民主党 自民 ８人
新生ひめじ 新生 ５人
日本維新の会 維新 ５人

姫路無所属の会 姫路 ３人
改革無所属の会 改革 ３人
志政会 志政 ３人
日本共産党議員団 共産 ２人

※ 賛否には議長（市民クラブ所属）は含まれません。

すべての議案の結果および
議員ごとの賛否等の状況は
ホームページでご覧になれ
ます。

賛成は「○」、反対は「×」、
除斥は「除」、退席は「退」、
会派内で賛否が分かれた場合
等は「※」と表記しています。

提出議案とその結果（令和５年第３回定例会）

賛 否 が 分 か れ た 議 案
結 果

会　派　名

番　号 件　　　　　　　　名 公
明

市
民

自
民

新
生

維
新

姫
路

改
革
志
政

共
産

議案第102号 令和４年度姫路市一般会計決算認定について 認 定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 ×

議案第105号 令和４年度姫路市国民健康保険事業特別会計決算認定について 認 定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 ×

議案第107号 令和４年度姫路市後期高齢者医療事業特別会計決算認定について 認 定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 ×

　提出議案34件のうち、31件については全会一致で認定、可決または同意しました。
　賛否が分かれた議案とその結果は以下のとおりです。

令和5年（2023年）10月発行　編集発行／姫路市議会　〒670-8501  姫路市安田四丁目1番地　☎（079）221-2035
https://www.city.himeji . lg. jp/shisei/category/5-15-0-0-0-0-0-0-0-0.html再生紙と植物油インキを使用しています

姫路市議会議員を紹介します
vol.1

市民の皆様の代表である45人の市議会議員を紹介します。
今号は次の４人です。

質問内容 ❶自分の性格は？　❷趣味や特技は？
　　　　 ❸市民の皆様へ熱いメッセージを！

石見 和之議員（自由民主党）

❶フットワークを生かして、粘り強
く、最後まで諦めないタイプです。
情に弱く涙もろいところがあります
❷雑貨屋巡りが好きで、最近はパス
タ料理作りにハマっています。失敗
もよくあります。自然と音楽とスポ

ーツをこよなく愛しています❸語りつくせない夢がいっ
ぱいあるので必ず実現していきたいです

西本 眞造議員（公明党）

❶「聞き上手」と自分では思ってい
ます❷読書とスポーツが好きで、司
馬作品や池井戸作品などを読破。ス
ポーツでは、ソフトテニス。現在の
趣味はマラソンで、世界遺産姫路城

マラソンも完走しました❸困りごとや相談に耳を傾け、
一緒に解決したり、人と人をつなぐ架け橋になればと思
い、日々活動しています

塚本 進介議員（改革無所属の会）

❶明るく前向きで積極的な性格❷学
生時代はバドミントン部。ゴルフも
少し。姫路城マラソンに向け現在練
習中。イベント好きで自分でも音楽
＆ダンスフェス（姫音祭）や食のイ

ベントを実施。城周辺でのドローンショーやキャンプイ
ベントを企画❸チャレンジとともにアフターコロナの賑
わいを発信しましょう

八木 隆次郎議員（市民クラブ）

❶温厚な性格だといわれますが、正
義感のあまり気が荒くなることもあ
ります❷趣味はゴルフとカラオケ、
そして毎朝１時間の草引き（ゴルフ
より上手い）❸市民の皆様の声に寄

り添いながら親身になった問題解決と一つでも多く声を
形にしていく事、その実現に向けて「誠心誠意」取り組
んでまいります
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